
 

               

 

子どもたちのためにハガキ一枚からできること。 

 
 

 

 

和歌山ユネスコ協会では、「書きそんじハガキ回収キャンペーン」を実施いたします。この

キャンペーンは、1989年から行われている「ユネスコ・世界寺子屋運動」の一環で、住所や

名前を書き間違えてポストに投函しなかった郵政（官製）ハガキを集め、教育の機会に恵まれ

なかった方への教育支援に役立てるものです。 

今年も和歌山ユネスコ協会では、広く書きそんじハガキの募集を行います。 

 集められた書きそんじハガキは、郵便局で切手に交換後、公益社団法人日本ユネスコ協会連

盟（東京・渋谷区）に送られ、企業などの協力で換金された後、アフガニスタン、カンボジア、

ネパール等の国々での教育支援に役立てられています。 

昨年度は５千枚余り（金額に換算して約２５万円）を皆さまからいただき、日本ユネスコ協

会連盟に送ることができました。最終的には、全国から約８9.3 万枚（約 4,２００万円の募金

相当）が公益社団法人日本ユネスコ協会連盟に集まり、その結果、識字、小学校復学支援など

で６千人以上が学び、ネパールで 2軒の寺子屋（無償で学べる教育施設）が完成し、アフガニ

スタンでは建設が進むなどしています。 

今年もご協力いただけますよう、何卒よろしくお願いします。 

 

キャンペーン実施要綱 
 

実施期間：令和２年２月２０日（木）まで 

募集方法：和歌山市役所１階総合案内所や市内各サービスセンター等に設置する書きそんじハ

ガキポスト（回収箱）に入れるか、下記の和歌山ユネスコ協会事務局まで郵送をお願

いします。ハガキ以外にも、未使用切手、プリペイドカード、商品券、図書券など募

集しています。 

主  催：和歌山ユネスコ協会 

共  催：公益社団法人 日本ユネスコ協会連盟 

協  力：和歌山市教育委員会 

 

 

 

 

 

 

＊「ユネスコ・世界寺子屋運動」とは… 

現在、世界には、さまざまな事情から学校に行けない子どもたちが 6,１00 万人、学校に行

けなかったために読み書きのできない 15 歳以上の人が約 7億５,０00万人にのぼります。彼

らの大半は、文字を知らない故に多くの情報から閉ざされ、また生活向上の機会を得られない

でいます。「世界寺子屋運動」は、このような人々が自力で貧困から脱して、人生を切り拓く

力をつけるための「学びの場＝寺子屋」を提供する運動です。 

担 当 課 生涯学習課 

担 当 者   上峠、井上 

電   話 （073）435－1138 

内  線 3166 

資 料 提 供 

令和元年１２月２０日 

お問合せ先 和歌山ユネスコ協会  事務局担当：井上 

住 所 〒６４０－８５１１ 和歌山市七番丁２３番地 和歌山市教育委員会 生涯学習課内 

連絡先 TEL：０７３－４３５－１１３８ FAX：０７３－４３５－１１７６ 

メール：shogaigakushu@city.wakayama.lg.jp   


